関西現代音楽交流協会（ＫＭＭＡ）
第47回現代音楽作品の夕べ
2014年2月8日（土）16:30　開演（16:00開場）トントレフ・ヒコ
主催：関西現代音楽交流協会(KMMA)　協力：トントレフ・ヒコ
ご挨拶
本日は“第47回現代音楽作品の夕べ”にお運び頂きましてありがとうございます。
関西現代音楽交流協会は1986年に設立され、これまで毎年２回春・秋に演奏会を開催して参りました。これまでの27余年間の活動は必ずしも常に順調であったというわけではありません。2001年からの４年間は、出品・出演希望者が少ないため演奏会を開催することができず、2005年には会員数が31名にまで減少していました。その後組織を改編し運営方法を簡明にしたことなどにより、漸次会員が増え、作曲会員は47名、演奏会員は44名（2014年1月現在）となりました。このように会員が増加し、毎回の出品・出演希望者が多くなったため、今回特に今年度３回目の演奏会を追加開催しました。
本日は全部で14名の演奏者によって、７名の作曲会員の作品が演奏されます。普段直接聴く機会の少ない楽器や珍しい編成など、ご興味を持っていただける作品も数多く演奏されます。いずれの作品・演奏も会員各々の音楽的世界を表現するとともに、多くの方が喜んで聴いてくださることを目指しています。終演予定は18：40となっており、一回の演奏会にしてはやや長時間になってしまうことが気掛かりです。それでも最後まで皆さま方に楽しんで頂けることを、出品・出演者一同心から願っております。
今年３月末をもって、私の交流協会委員長としての任期が終わり、４月からは永田孝信新委員長のもとでの体制がスタートします。来年度以降も創作・演奏活動がますます充実したものになるよう、会員一同より一層の努力をしてまいります。どうぞこれからも、これまでと同様のご支援とご協力を賜りますようよろしくお願い致します。
最後になりましたが、本日の演奏会にお越し頂きました皆さま方の益々のご健勝とご活躍をお祈りしております。 

関西現代音楽交流協会委員長
大澤 弘之
プログラム

近藤 浩平　作曲
響きの散歩Ⅱ　作品140
ピアノ：大山 由紀子　鍵盤ハーモニカ・打楽器：近藤 浩平　
今井 飛鳥　作曲
　『でんきのあしおと』（原案：宮沢賢治『月夜のでんしんばしら』）

　　ソプラノ：松本 彩香　ピアノ：今井 飛鳥
立木 貴也  作曲
《Emergence》- pour Flûte et Clarinette basse
フルート：谷口 美香　バス・クラリネット：小谷 俊介
岡田 正昭　作曲

岩原陽子の詩による三つの歌　
　「モクレンの白い花」「未知なる風」「月夜のさくら」

　　ソプラノ：吉田 憲子　チェンバロ：石田 文子
＝休憩＝

岡田 正昭　作曲
組曲～チェンバロのための

　  チェンバロ：石田 文子
雄臣　作曲

連歌　天地の音（あめつちのをと）作詞：雄臣　

　（歌仙：初折　表、裏　　名残折　表、裏） 
　　詠唱・ピアノ：堀田 久美
朴 守賢　作曲

Pointillism
　木管5重奏：アンサンブルcoto 　

フルート：西田 麻希子　オーボエ：大門 玲子　クラリネット：徳元 由加

ホルン：加藤 有香里　バスーン：田中 香織
井澗 昌樹　作曲

　詩曲Ⅳ「陽炎、稲妻、水の月」

　　フルート4重奏：ランコントルフルートカルテット

フルート：大升 良美、片桐 志保、駒村 悠子、林 ゆかり
演奏会終了後、小レセプションがございます。
曲目解説　／　プロフィール
近藤 浩平　作曲
響きの散歩Ⅱ　作品140
　
ピアノの隠れた響きから、旅先の見知らぬ土地の夜の空気がうまれる。どこかの村で、地元の人しか知らない祭礼でもしているのだろうか。かすかに耳慣れない響きがもれてくる。
＜作曲：近藤 浩平（こんどう　こうへい）＞

関西学院大学文学部美学科にて音楽学を学ぶ。作曲は独学。2010年ベルリン・ドイツ・オペラ《Klang der Welt Ostasien(世界の音・東アジア)》作曲コンクール第２位(室内楽)。2006年、ピアノ協奏曲が福村麻矢氏の独奏、パオロ・フェラーラ氏指揮の関西フィルにより初演。2012年、弦楽オーケストラ曲「地平線と太陽」がノースダコタ大学室内オーケストラにより初演。2013年、ギター協奏曲「旅するギター」が山田岳氏の独奏、松尾祐孝氏指揮のJSCMユースチェンバーオーケストラにより初演。東日本大震災の追悼作品《海辺の祈り～震災と原子炉の犠牲者への追悼》は、ヴロツワフ歌劇場における国際ワーグナー協会総会など国内外で頻繁に演奏されている。左手の為のピアノ曲は智内威雄氏、舘野泉氏のレパートリーとして演奏機会が多い。野村誠氏の委嘱による鍵盤ハーモニカの為の作品などもある。日本作曲家協議会会員、日本現代音楽協会会員。兵庫県宝塚市在住。山や自然に関わる作品が多い。Webサイトで楽譜PDFを公開している。http://koheikondo.com
＜ピアノ：大山 由紀子（おおやま　ゆきこ）＞ 
京都市在住。兵庫県立姫路西高等学校卒業、相愛大学音楽学部ピアノ専攻卒業。卒業後しばらく関西歌劇団、大阪フィルハーモニー合唱団などの練習ピアニストを務め、フランスなどの夏期講習にてソロの研鑽も積む。オールショパンプログラムによるソロリサイタルはじめ、各種コンサート多数。聖母女学院短期大学非常勤講師を経て近年、主に声楽の伴奏や現代音楽の演奏を中心に活動を行っている。2010年京都市社会福祉協議会より表彰される。これまでにピアノを徳末悦子、弘中孝、遠藤郁子、阿部裕之の各氏に師事。関西現代音楽交流協会演奏会員　京都フランス歌曲協会会員
今井 飛鳥　作曲
　『でんきのあしおと』（原案：宮沢賢治『月夜のでんしんばしら』）

＜電柱地中化のメリット＞
＊通りの景観が改善される。
＊歴史的・伝統的な町並みがよみがえることで、地域経済が活性化される。
＊住宅地としての資産価値（地価）やブランド価値が向上する。
＊台風や地震といった災害時に電柱が倒れたり、垂れ下がった電線類が消防車などの緊急用車両の通行の邪魔をする危険がなくなり防災性が向上する。
＊電柱類が道幅を狭める事がなくなるのでベビーカーや車いすが通りやすくなり、バリアフリー化の一環として無電柱化が行われる。
＜電柱地中化のデメリット＞
＊目視によって痛んだ電線類を断線前に発見できなくなるため、破損・断線箇所が特定しにくくなる。
＊地震などで地下設備が破損した場合、掘り返し工事を必要とし復旧が遅くなる。
＊冠水・豪雪などの災害時は配線・復旧などの作業ができない。
＊架空地線（避雷線）の存在が無くなるため、沿道の通行人や建築物への落雷の危険性が増す。
＊電柱に設置されていた交通標識、交通安全や防犯のための電柱幕、電灯、信号、防犯カメラ、防災無線や街頭宣伝放送等のスピーカー、津波対策の標高表示板、避難場所誘導標識、住所表示、電柱広告、携帯電話基地局、公衆無線LAN、避雷針などは別の場所に設置する必要がある。
（以上、Wikipediaより引用）
私自身は無電柱化に反対するわけではないのですが、電柱におしっこする犬や、電線から電線へと渡る鳥たちのいる、そんな風景も大事にしたいなあと思うのです。
＜ピアノ・作曲：今井 飛鳥（いまい　あすか）

大阪音楽大学音楽学部作曲学科作曲専攻卒業。同大学大学院作曲専攻修士課程修了。作曲を乾堯、久保洋子、近藤圭、鈴木治行の各氏に師事。ピアノを竹中啓子氏に師事。

＜ソプラノ：松本 彩香（まつもと　あやか）＞
大阪音楽大学声楽科卒業。同大学大学院歌曲研究室修了。在学時、学生選抜オペラ、ニュー・オペラシアター神戸の公演に主要キャストで出演。桂斗伎子、安藝榮子、荒田祐子の各氏に師事。
立木 貴也  作曲
《Emergence》- pour Flûte et Clarinette basse
「エメルジャンス」とはフランス語で、(突然の)出現、現出、(光線・液体の)射出、噴出、(神経・血管の)分岐(点)、生物の創発(進化の過程で予期せぬ形質が出現すること)という意味です。
大きくは動の部分と静の部分の2つの部分から出来ています。
曲全体はロングトーン、分散、トリル、リトミック、クロマティックの素材、要素を用い比較的自由な発想で発展されています。
"また余白で膨らんでいく"という日本伝統音楽の特質を曲に用いてみようと思い、休符をたくさん取り込んだり、音価の長い音符を積極的に用いて意図的に余韻を作りました。
また、残響を複雑にする事によって余韻を作った箇所もあります。
そのため西洋音楽には無い、独特の間が生まれます。
日本伝統芸能や伝統音楽からインスピレーションを得たこと、独自の美意識や芸術的感覚、音楽的な素材を充分に生かした作品の創作。
もっと深く、伝統音楽の本質的な素材を生かす作品の創作を追究していきたいと考えています。
＜作曲：立木 貴也（たちき　たかや）＞ 

大阪音楽大学音楽学部作曲学科作曲専攻卒業。
作曲をC.ルドゥ、J-L.エルヴェ、作曲とピアノを久保洋子、土田英介、ピアノを茨木節子の各氏らに師事。
2011年、クールシュヴェール国際音楽アカデミー(フランス)に参加、受講生選抜コンサートで作品が演奏される。 
第13回武生国際作曲ワークショップを奨学生として受講。
これまでに第25回京都芸術祭音楽部門新人賞をなどを受賞する。
現在、及川音楽事務所所属、日仏現代音楽協会、関西現代音楽交流協会、各会員。
＜フルート：谷口 美香（たにぐち　みか）＞ 

兵庫県立西宮高校音楽科を経て、相愛大学音楽学部卒業。
シリンクスフルートアンサンブルのメンバー。持田洋氏に師事。 
＜バス・クラリネット：小谷 俊介（こたに　しゅんすけ）＞ 

2010年相愛大学音楽学科卒業。
同年、同大学の卒業演奏会に出演。
クラリネット・バスクラリネットを福井聡、ク ラリネットを金井信之に師事。 
現在、関西を中心に、演奏や中高生等の吹奏楽指導で活動中。 
岡田 正昭　作曲

岩原陽子の詩による三つの歌　

『モクレンの白い花』　
『未知なる風』　
『月夜のさくら』　　

（作曲者より）
いい詩はとても作曲しやすいです。
詩の中に音楽がすでにあるように思います。
まさに一気に作曲しました。
素敵な詩と美しい声を楽しんで頂けたらと思います。
（作詞者より）
「モクレンの白い花」
春一番に咲くモクレン。
街のモクレンの街路樹がいっせいに咲きだす姿は、春の新しいスタートを応援してくれるような気がします。
透明感のある美しい曲をつけてくださいました。
「未知なる風」
誰でも、心の中に新しい風が吹くことがあるかと思います。
始めの一歩はなかなか踏み出しにくいものですね。
岡田先生がのびのびとした力強い曲にしてくださいました。
「月夜のさくら」
花見のちょうちんや喧騒から逃れ、ひっそりと月の光の中で咲き、散ってゆく桜の姿を、
岡田先生に美しい旋律をつけて作曲していただきました。
素晴らしい歌と伴奏で、その姿を想像していただけたら、と思います。
＜作曲：岡田 正昭　（おかだ　まさあき）＞ 
大阪音楽大学大学院作曲科修了

「詩と音楽の会」「日本作曲家協議会」「東京国際芸術協会」等会員。

音楽之友社より「岡田正昭歌曲集」他合唱曲など出版。

TIAA全日本作曲家コンクール、牧野由多可賞、洗足現代音楽作曲コンクール、トロンボーンピース・オブ・ザ・イヤー入賞等。近年、室内オペラを発表。演奏、出版を続けている。

＜ソプラノ：吉田 憲子 (よしだ　のりこ)＞

大阪音楽大学音楽学部声楽学科卒業。
第35回、第43回～第45回、現代音楽作品の夕べ、TIAA全日本作曲家コンクール入賞者披露演奏会、その他、チャリティーコンサートや各種演奏会に出演。
第12回長江杯国際音楽コンクール入選。第12回万里の長城杯国際音楽コンクール奨励賞受賞。
福島慶子氏に師事。現在、関西現代音楽交流協会会員。
＜チェンバロ：石田 文子　（いしだ　ふみこ）＞
2001年大阪音楽大学卒業、在学中山下一史指揮ザ・カレッジオペラハウス管弦楽団とショパンピアノ協奏曲第１番で共演。
卒業演奏会に出演。
2005年ドイツ・デトモルト音楽大学ミュンスター校ディプロマ課程ピアノ科卒業、
2009年ドイツ・ケルン音楽大学ディプロマ課程チェンバロ科卒業、
2011年２月ドイツ・ケルン音楽大学大学院室内楽科卒業、９月ケルン音楽大学大学院チェンバロ科卒業。
これまでブルガリア国営放送ラジオ出演、各地の古楽フェスティヴァル、またさまざまな室内楽団やオーケストラの通奏低音奏者、ソリストとして招かれヨーロッパ各地で演奏活動を行う。
2008年よりケルン音楽大学や講習会でコレペティトールとして指導にあたり、2010年イタリア・モンテプルティアーノ室内楽講習会では古楽室内楽科、通奏低音科の講師を務める。
数々のマスターコースに参加し研鑽を積む。
これまで、ドイツ・カンマムジークアカデミー・クラシック・フィルハーモニー・ボン、
ドイツの青少年音楽コンクール・ユーゲント・ムジツィールト、等の専属ピアノ・チェンバロ・オルガン奏者を務める。
岡田 正昭　作曲
組曲～チェンバロのための

（作曲者より）
4曲で構成された組曲になっています。

本日の奏者である石田さんの演奏に触発されて作曲しました。

チェンバロの現代的な可能性を追求しています。

石田さんは名手です。

＜作曲：岡田 正昭　（おかだ　まさあき）＞ 
前掲 

＜チェンバロ：石田 文子　（いしだ　ふみこ）＞
前掲
雄臣　作詞・作曲

連歌　天地の音（あめつちのをと）　

　（歌仙：初折　表、裏　　名残折　表、裏） 

筑波の道として室町末期の宗祇（そうぎ）に代表される連歌（れんが）は長句（５、７、５）と短句（７、７）を交互に式目（ルール）に従い数人で詠み合い一定の形にしていきます
（世吉：長短合わせて４４句、歌仙：同３６句、１００韻などがあります）。

２００６年５月、この日本伝統文芸の作曲を思い立ち地元の連歌会に参加して曲を試作、宗匠高柳みのり氏他より詞の提供を受け（ソプラノ、ピアノ、チェロ、パーカッシヨンによる）賦御何連歌（世吉）を作曲初演（２００８／３）、曲は大阪、福岡等で披露されましたが、その後句作を続けるうちに独吟が数作出来上がり作詞作曲が可能となりましたので、今回発想を転換、７００年の歴史の中で作られた膨大な作品群からも離れて先の曲をベースに修正加筆の上、歌仙形式でピアノ弾き語り曲として生まれ変わりました。
<作詞　作曲：雄臣（をじん）>

今は昔電気工学と作曲を学ぶ。私の場合作曲は数学的思考から変容して和声、対位法、楽式等いわゆる論理的に始まっている。そのためかいくつかの習作を作曲したまま停止してしまった。その後永い時間の経過や音楽活動に実体験そして IT（information technology ）の進化もあって呪縛から解放されたように作品が生まれた。
音楽を感覚的な面からとらえて出発しておれば又違った展開があったように思えてならない。
'70大阪万博お祭り広場の現代音楽、日本の祭り、アジアの祭りその他音楽関連催しの制作を担当。神戸女学院大学名誉教授　飯田正紀氏に師事。
雄臣作曲ルーム　http://3w.to/ojin/

＜詠唱　ピアノ：堀田 久美（ほりた　くみ）＞
大阪信愛女学院高等学校、大阪音楽大学ピアノ専攻卒業。好川富子、須上直子、福島久仁子、八田惇の各氏に師事。在学中よりピアノ指導を始め、導入期からのピアノ指導法、演奏法の研究に継続的に取り組んでいる。大学卒業と同時に守口市少年少女合唱団ピアノ伴奏者を務め、これまでにカナダ・アメリカ・オーストラリア公演の他、東京ディズニーランド・中四国・九州地方にいたるまで、国内外の多数の演奏会に出演。また、合唱・声楽・フルートなどの伴奏のほか、ソロおよびピアノアンサンブルを行っている。現在、自宅教室にてピアノ指導、大阪市民交流センターピアノ講座講師、大阪市生涯学習ルームコーラスピアノ伴奏者、(社)全日本ピアノ指導者協会大阪支部委員、関西現代音楽交流協会役員、大阪成蹊短期大学非常勤講師。
朴 守賢　作曲

Pointillism
ここ近年の自作品の作風を敢えて絵画に例えるならば、筆で描く水墨画のイメージで、うつろう響きの濃淡や流れを意識した作曲を好んでおりますが、昨夏に点描画法の講座に通った経験から、今回は趣向を変えて、言うなればペンによる点描画に挑戦しました。

　5つそれぞれの楽器が、一部を除いてほぼ1音、或いは激しい跳躍を伴う短い2音の点を打っていきます。中間部は点が伸びて線描的表現になっています。一つ一つは単なる点（単音）ですが、それらが集合して全体としてはまとまった音形が聴こえてきます。

　「モチーフは抽象的なものよりも具象的なもの（花や動物、幾何学的な形等）の方が、点描画法の特性がうまく活かされるので好ましい」、という点描画の先生の教えを参考に、明確な急緩急の三部形式を採り、明快でgiocosoな音楽を意識しました。

　ティーダ出版から本作品の楽譜が出版されています。

＜作曲：朴 守賢（ぱく　すひょん）＞
大阪音楽大学作曲専攻出身。アジア作曲家連盟「アジア音楽祭2003」（東京）、大邱国際現代音楽祭（韓国、最優秀賞）、国際現代音楽協会（ISCM）「World New Music Days」（2009/スウェーデン、2014/ポーランド）等の音楽祭での入選、済州国際管楽祭（2009/韓国）や、高雄春天藝術節（2011/台湾）に招待参加する等、各地で作品が紹介されている。

ACL-Korea青年作曲賞優秀賞（韓国）、日本クラリネット協会創立30周年記念作品コンクール第3位、関西現代音楽交流協会作曲賞、等を受賞。

南海電鉄CMやKBS京都テレビドラマなど、関西の劇伴音楽も手がける。

その他、クラリネット、リコーダー、雲南の横笛「巴烏」による演奏活動や、指揮・音楽指導、世界中での芸術国際交流等でも活動中。

＜木管５重奏：アンサンブルcoto ＞　

２００２年、関西の音楽大学を卒業した奈良県出身の演奏家で結成されたアンサンブル。

奈良を拠点に各方面で活躍の場を広め、活動期間は10年を超える。これまでにさざんかホール、学園前ホール、なら100年会館での単独コンサートをはじめ、生駒市、天理市、奈良市などが主催するイベント、幼稚園や小学校での出張演奏、各地のロータリークラブでの招待演奏など数多くの演奏機会を得て好評を博している。

Fl. / 西田麻希子（大阪教育大学大学院卒）、Ob. / 大門玲子（大阪教育大学、奈良教育大学大学院卒）、Cl. / 徳元由加（大阪音楽大学卒）、Hr. / 加藤有香里（同志社女子大学卒）、Fg. / 田中香織（相愛大学卒）

井澗 昌樹　作曲

　詩曲Ⅳ「陽炎、稲妻、水の月」

「陽炎、稲妻、水の月」とは、捕らえ難いもののたとえ。
「陽炎」・・熱せられた空気が密度に不均等をきたし、そこを通過する光線が乱されて、空気そのものが揺らめいている様に見える現象。陽炎のちらめく春の空は、手の届かない想い人のようであり、どこかに置いてけぼりな淡い残心のようでもある。
「稲妻」・・イナヅマに “妻” と云う言葉を用いるとは、遥か昔より妻は恐怖の対象であったのかと妙に感慨深い思いをしたが、本来は「稲の夫 (つま) 」であり、全く関係なかった。古代は妻、夫ともに「つま」と読み ( 男女関係なく夫婦や恋人を呼び合う言葉 ) 、雷光が稲を実らせるという信仰の下に生まれた語であるよう。 雷がいわゆる放電現象の全てを指すのに対し、稲妻はその放電によって起こる光のみを指す。空に稲妻を見れば反射的に雷鳴を予測するが、光のみを考えるならばさほどショッキングなものでもあるまい。雷が夏の季語であるのに対して稲妻は秋の季語である。
「水の月」・・主に池や湖などの水面に映った月のこと。上二つと違うのは、実体のない幻と云う点だろう（ “水月” でクラゲと読むけれど・・）。しかし、最も身近に存在する。陽炎や稲妻にはないだろうが、水面の月に触れようとしたことがある人は居ると思う。手を伸ばせば、波が立ち、月は崩れる。
＜作曲：井澗 昌樹（いたに　まさき）＞

大阪教育大学教養学科芸術専攻音楽コース卒業。同大学大学院芸術文化専攻修了。作曲を澤田博、北川文雄の両氏に師事。
＜フルート４重奏：ランコントル フルートカルテット ＞
フルート：大升良美、片桐志保、駒村悠子、林ゆかり

ランコントルフルートカルテット　Rencontre Flute Quartet

関西で活動するフルーティスト4 人によって2007 年に結成。これまでに様々な会場でライブ活動を行う。フルート四重奏曲のオリジナル定番曲から、メンバーである大升良美がアレンジを手掛け、クラシックからポピュラーまで幅広いレパートリーがある。2009 年第二回jfos フルートアンサンブルコンクールに於いて最優秀賞受賞。定期演奏会では委嘱を積極的に行い、作曲家高 昌帥氏には、「ロマンスとカプリス」(2008)「ランコントル」(2011)「Rencopine」(2012) と多大な協力を得ている。
また、2012 年9 月にドルチェアーティストサロンで開催されたランコントルフルートカルテット第3 回定期演奏会では、酒井格氏の作曲による朗読とフルート四重奏のための作品「しろいうさぎとくろいうさぎ」、2013 年12 月の第4 回定期演奏会では本日演奏する井澗 昌樹作曲詩曲IV「陽炎、稲妻、水の月」の委嘱初演を行い、好評を博した。
大升良美（愛知県立芸術大学卒）、片桐志保（相愛大学卒）、駒村悠子（同志社女子大学卒）、林ゆかり（同志社女子大学、東京藝術大学大学院卒）
【関西現代音楽交流協会について】

関西現代音楽交流協会は現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として1986年に設立されました。
主に関西を音楽活動の中心とした者が会員となっており、現在その数は作曲会員・演奏会員合わせて91名です。これまで毎年春・秋に、作品発表と演奏活動の場である演奏会「現代音楽作品の夕べ」を、46回主催してきました。

公式ホーム ページ　http://kmma.web.fc2.com/

【会員募集】

関西現代音楽交流協会では、現在作曲会員・演奏会員を募集しています。入会すると本会が主催する演奏会「現代音楽作品の夕べ」に出品・出展することができます。ご関心のある方は、本演奏会終了後のレセプションにて会員までお問い合わせください。
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